
1

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

お

宝

鑑

定

家

～

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」4
0

キ

ャ

ス

ト
剛

田:
ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

物

し

か

鑑

定

し

な

い

剛

田

質

店

の

店

主

。
優

雅

な

言

動

と

所

作

で

ク

セ

が

強

い

が

、
ど

こ

か

憎

め

な

い

存

在

。

口

癖

は

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

白

金:

剛

田

質

店

の

見

習

い

鑑

定

士

。

常

識

的

な

価

値

観

を

持

ち

、
剛

田

に

振

り

回

さ

れ

る

神

経

質

で

心

配

性

な

青

年

。

謎

の

依

頼

人
（

麗

華

）:

今

回

の

依

頼

人

。

上

品

だ

が

ど

こ

か

怪

し

い

雰

囲

気

を

持

つ

女

性

。

第

一

幕:

オ

ー

プ

ニ

ン

グ
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（

剛

田

質

店

内

。

豪

華

な

シ

ャ

ン

デ

リ

ア

が

輝

き

、

棚

に

は

キ

ラ

キ

ラ

し

た

ア

イ

テ

ム

が

並

ん

で

い

る

。

白

金

が

一

心

不

乱

に

棚

を

拭

い

て

い

る

。

）

白

金

（

独

り

言

）:
な

ん

で

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

な

ん

か

を

鑑

定

す

る

っ

て

話

に

な

っ

た

ん

だ

ろ

う...

。

剛

田

さ

ん

、

本

当

に

こ

の

仕

事

大

丈

夫

な

の

か

な

？

剛

田
（

店

内

奥

か

ら

優

雅

に

登

場

）:
白

金

君

、

何

を

ぶ

つ

ぶ

つ

言

っ

て

い

る

の

か

ね

？

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

、

い

つ

も

優

雅

に

！

白

金:

（

驚

い

て

）

剛

田

さ

ん

！

何

度

も

言

い

ま

す

け

ど

、

優

雅

っ

て

棚

拭

き

に

は

関

係

な

い

で

す

よ

。

剛

田:

ふ

む

、

白

金

君

。

そ

れ

が

凡

人

の

発

想

と

い

う

も

の

だ

よ

。

棚

を

拭

く

行

為

す

ら

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

に

し

な

く

て

は

！



3

白

金:

（

た

め

息

を

つ

く

）

そ

れ

に

し

て

も

、

今

日

は

本

当

に"

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド"
な

ん

て

も

の

が

来

る

ん

で

す

か

ね

？

剛

田:

来

る

と

も

！

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

は

、

我

が

店

の

運

命

を

引

き

寄

せ

る

の

だ

。

（

カ

ウ

ベ

ル

の

音

が

鳴

り

、

麗

華

が

入

店

す

る

。

）

麗

華:

ご

き

げ

ん

よ

う

。

剛

田

（

す

ぐ

に

駆

け

寄

る

）:

お

や

、

こ

れ

は

こ

れ

は

！

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

オ

ー

ラ

を

お

持

ち

の

方

だ

！

白

金:

（

心

の

声

）

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

っ

て

ど

ん

な

オ

ー

ラ

だ

よ…

。

麗

華:

本

日

、

こ

ち

ら

で

品

物

を

鑑

定

し

て

い

た

だ

き

た

く

参

り

ま

し

た

。



4

剛

田:

も

ち

ろ

ん

、

も

ち

ろ

ん

！

そ

の

品

を

お

見

せ

く

だ

さ

い

。

（

麗

華

が

慎

重

に

バ

ッ

グ

か

ら

輝

く

ア

ク

ア

マ

リ

ン

製

の

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

を

取

り

出

す

。

店

内

が

一

瞬

ざ

わ

め

く

よ

う

な

演

出

。

）

剛

田:

（

目

を

見

開

き

）
う―

―
―

ん

、
ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

白

金:

（

絶

句

）

第

二

幕:

鑑

定

開

始

（

剛

田

と

白

金

が

カ

ウ

ン

タ

ー

に

座

り

、

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

を

前

に

真

剣

な

表

情

を

見

せ

る

。

）

剛

田:

さ

て

、

こ

の

品

の

本

質

を

見

極

め

ね

ば

な

ら

な

い

。
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白

金:

剛

田

さ

ん

、

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

で

す

よ

？

こ

れ

、

ど

ん

な

価

値

が

あ

る

っ

て

い

う

ん

で

す

か

？

剛

田:

い

い

か

ね

、

白

金

君

。

ア

ク

ア

マ

リ

ン

だ

ぞ

？

ア

ク

ア

マ

リ

ン

！

白

金:

（

半

信

半

疑

で

調

査

を

始

め

る

）...

確

か

に

素

材

は

本

物

の

ア

ク

ア

マ

リ

ン

で

す

ね

。

で

も

、

こ

れ

を

日

常

使

い

す

る

人

、

い

る

ん

で

す

か

？

剛

田:

日

常

を

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

に

し

た

い

人

な

ら

、

い

る

！

麗

華:

実

は

、

こ

の

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

に

は

も

う

一

つ

の

秘

密

が

あ

る

の

で

す

。

剛

田

・
白

金:

秘

密

？

麗

華:

そ

れ

は...

こ

の

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

、100

年

前

の

あ

る

貴

族

が

所

有

し

て

い

た

も

の

な

の

で

す

。
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剛

田:

ほ

ほ

う

、
ま

さ

に

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

極

み

！

白

金:

い

や

い

や

、

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

の

起

源

は

そ

こ

ま

で

古

く

な

い

は

ず...

剛

田:

白

金

君

！

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

物

に

常

識

は

通

じ

な

い

の

だ

よ

。

白

金:

（

困

惑

顔

）

剛

田:

さ

ら

に

、

こ

の

ア

ク

ア

マ

リ

ン

に

は

石

言

葉

が

あ

る

。

「

希

望

」

と

「

癒

し

」

だ

！

こ

れ

を

持

つ

者

は

、

そ

の

手

で

夢

を

つ

か

む

！

し

か

も

優

雅

に

！

白

金:

（

呆

れ

顔

）

石

言

葉

で

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

の

価

値

を

語

る

人

、

初

め

て

見

ま

し

た

よ…

。

第

三

幕:

鑑

定

の

結

論

（

剛

田

が

ル

ー

ペ

を

持

ち

な

が

ら

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

を

し

げ

し

げ

と

見

つ

め

る

。

）
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剛

田:

ふ

む

、

見

れ

ば

見

る

ほ

ど

美

し

い

。

素

材

の

輝

き

、

歴

史

の

深

み

、

こ

の

す

べ

て

が"
ゴ

ー

ジ

ャ

ス"

と

い

う

言

葉

に

集

約

さ

れ

て

い

る

！

白

金:

（

小

声

で

）

た

だ

の

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド...

剛

田:

（

突

然

立

ち

上

が

り

）

よ

し

！

こ

れ

は

試

し

て

み

る

し

か

な

い

！

白

金:

え

っ

、

試

す

っ

て

ど

う

い

う

こ

と

で

す

か

！

？

（

剛

田

が

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

を

セ

ッ

ト

し

、

パ

ソ

コ

ン

操

作

を

始

め

る

。

優

雅

な

手

つ

き

で

あ

り

な

が

ら

、

尋

常

で

は

な

い

速

さ

で

作

業

を

こ

な

す

。

）

剛

田:

こ

の

滑

ら

か

な

動

き

！

ま

さ

に

優

雅

の

極

み

だ

！

こ

の

ア

ク

ア

マ

リ

ン

が

、

私

の

手

に

生

命

を

吹

き

込

ん

だ

か

の

よ

う

だ

！
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白

金:

（

ツ

ッ

コ

ミ

）

優

雅

な

動

き

は

い

ら

な

い

で

し

ょ

！

普

通

に

使

っ

て

く

だ

さ

い

よ

！

剛

田:
白

金

君

、

普

通

と

い

う

言

葉

は

こ

の

場

に

似

合

わ

な

い

。

白

金:

（

さ

ら

に

困

惑

）

麗

華:

（

微

笑

み

な

が

ら

）

気

に

入

っ

て

い

た

だ

け

た

よ

う

で

、

光

栄

で

す

。

剛

田:

気

に

入

っ

た

ど

こ

ろ

か

、

私

の

魂

を

震

わ

せ

た

！

こ

の

品

は

ま

さ

に

奇

跡

だ

！

第

四

幕:

依

頼

人

の

背

景

（

麗

華

が

話

し

始

め

る

。
場

面

が

一

瞬

暗

転

し

、

回

想

シ

ー

ン

が

挿

入

さ

れ

る

。

）

麗

華

（

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

）:

実

は

こ

の

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

、

私

の

亡

き

祖

母

が

愛

用

し

て

い

た

も

の

で

し

た

。

祖

母

は

名

の

知

れ

た

貴

族

の

血

を
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引

い

て

お

り

、

こ

の

品

を

と

て

も

大

事

に

し

て

い

ま

し

た

。

（

回

想

シ

ー

ン

：

若

き

麗

華

の

祖

母

が

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

を

眺

め

て

微

笑

む

姿

。

）

麗

華:

祖

母

が

亡

く

な

っ

た

後

、

ど

う

し

て

も

手

放

せ

な

か

っ

た

の

で

す

が

、

経

済

的

に

厳

し

い

状

況

に

追

い

込

ま

れ

ま

し

て...

剛

田:

（

真

剣

な

表

情

で

）

な

る

ほ

ど

。

そ

ん

な

背

景

が

あ

っ

た

と

は

。

ま

す

ま

す

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

だ

。

白

金:

（

感

動

し

つ

つ

も

疑

問

）...

で

も

、

そ

れ

っ

て

本

当

に

貴

族

が

使

う

よ

う

な

品

だ

っ

た

ん

で

す

か

ね

？

剛

田:

白

金

君

、

黙

り

た

ま

え

。

品

物

の

背

後

に

あ

る

物

語

こ

そ

が

、

そ

の

価

値

を

決

め

る

の

だ

よ

。
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第

五

幕:

金

額

発

表

（

剛

田

が

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

を

再

び

手

に

取

り

、

値

段

を

決

め

る

た

め

に

思

案

す

る

。

）

剛

田:

こ

の

品

の

価

値

は

計

り

知

れ

な

い

。

し

か

し

、

数

字

と

し

て

表

す

な

ら...

白

金:

（

緊

張

）

剛

田:
500

万

円

だ

！

白

金:

（

驚

愕

）500

万

円

！

？

麗

華:

（

涙

ぐ

み

な

が

ら

）

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す...

こ

れ

で

母

の

治

療

費

が

支

払

え

ま

す

。

白

金:

（

感

動

し

つ

つ

も

複

雑

な

表

情

）

剛

田:

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

に

は

、

そ

れ

相

応

の

価

値

が

あ

る

の

だ

。
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エ

ピ

ロ

ー

グ

（

深

夜

の

剛

田

質

店

。

剛

田

が

再

び

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

を

使

い

、

優

雅

に

パ

ソ

コ

ン

を

操

作

し

て

い

る

。

）

剛

田:

こ

の

滑

ら

か

さ

、
や

は

り

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

（

翌

朝

、

剛

田

が

目

を

こ

す

る

シ

ー

ン

。

白

金

が

店

に

入

っ

て

く

る

。

）

白

金:

（

呆

れ

な

が

ら

）

剛

田

さ

ん

、

目

が

真

っ

赤

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

剛

田:

夜

通

し

、

こ

の

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

の

素

晴

ら

し

さ

を

堪

能

し

て

い

た

の

だ

。

白

金:

眼

精

疲

労

に

な

る

な

ん

て

、

何

が

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

で

す

か

！

剛

田:

（

反

省

す

る

ふ

り

）

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

も

健

康

に

は

勝

て

ぬ

か...
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白

金:

（

一

喝

）

だ

か

ら

言

っ

た

で

し

ょ

！

優

雅

な

動

き

は

い

ら

な

い

っ

て

！

剛

田

・
白

金:

（

一

緒

に

）

う―
―

―

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

（

シ

ャ

ン

デ

リ

ア

の

輝

き

と

共

に

、

幕

が

下

り

る

。

）

終

わ

り

。

尺

割

第

一

幕:

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

（

約

10

分

）

1.

剛

田

と

白

金

の

掛

け

合

い

、

依

頼

人

の

登

場

。

2.

コ

メ

デ

ィ

要

素

の

導

入

と

舞

台

設

定

。

第

二

幕:

鑑

定

開

始

（

約

20

分

）
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1.

剛

田

の

独

特

な

鑑

定

ス

タ

イ

ル

の

描

写

。

2.

ア

ク

ア

マ

リ

ン

製

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

を

試

し

、
剛

田

が

優

雅

に

パ

ソ

コ

ン

操

作

す

る

コ

メ

デ

ィ

シ

ー

ン

。

3.

白

金

の

ツ

ッ

コ

ミ

が

増

え

、

テ

ン

ポ

の

良

い

会

話

が

展

開

。

第

三

幕:

鑑

定

の

結

論

（

約
15

分

）
1.

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

の

価

値

を

剛

田

が

大

げ

さ

に

評

価

。

2.

剛

田

の

熱

弁

、

石

言

葉

の

解

説

。

3.

コ

メ

デ

ィ

と

シ

リ

ア

ス

の

バ

ラ

ン

ス

を

取

り

つ

つ

、

緊

張

感

を

演

出

。

第

四

幕:

依

頼

人

の

背

景

（

約

20

分

）

1.

回

想

シ

ー

ン

を

交

え

、

依

頼

人

の

背

景

が

明

ら

か

に

。

2.

感

情

的

な

要

素

が

加

わ

り

、

ス

ト

ー

リ

ー

が

深

み

を

増

す

。
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第

五

幕:

金

額

発

表

（

約

10

分

）

1.

剛

田

が

豪

快

に

金

額

を

発

表

。

2.
白

金

の

驚

愕

と

依

頼

人

の

感

謝

で

感

動

的

な

シ

ー

ン

に

。

エ

ピ

ロ

ー

グ

（

約
10

分

）

1.

深

夜

の

剛

田

の

行

動

と

翌

朝

の

や

り

取

り

で

、
コ

メ

デ

ィ

タ

ッ

チ

に

幕

を

閉

じ

る

。
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